
よりよい生活を追求し，
未来を創造していく生徒を育てる

技術・家庭科教育

ー学びのつながりを生かし，

創造する力を育む問題解決的な学習を通してー

栃木県研究主題

栃木県中学校教育研究会技術・家庭部会



• ＩＣＴの高度化，ＡＩの発達，ＩｏＴの世界
• これからの未来を支える子どもたち
→予測困難な課題や困難の克服
→新たな価値の創造
→イノベーション（社会の変革）

希望の持てる社会
世代を超えて互いに尊重し合える社会
一人一人が快適で活躍できる社会

はじめに



生徒の実態調査（令和2年度10月実施 県内5132名）
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４あてはまる ３ややあてはまる ２あまりあてはまらない １あてはまらない

質問項目32項目については，紀要の５ページ目「研究の成果」の
欄にアンケート結果とともに掲載されています。
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生徒の実態調査（令和2年度10月実施 県内5132名）
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技術・家庭科の学習に対する意欲がある



４あてはまる ３ややあてはまる ２あまりあてはまらない １あてはまらない

生徒の実態調査（令和2年度10月実施 県内5132名）
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改善案を考える
改善案を実行する

どんどん新しく作り替えていこう
とする

改善案を考える
改善案を実行する

技術・家庭科の学習に対する意欲がある



生徒の実態調査（令和2年度10月実施 県内5132名）

• 技術・家庭科の学習に対して，肯定的な考えを持っている
→学習に対する意欲がある

• 「自分で改善案を見つける」項目が低い
→生徒は「社会にあるものを当たり前」と思っている

• 自分で「調べようとする」「解決しようとする」「評価す
る」項目が低い
→自らの力で解決しようとしていない

生活や社会の中で，問題点を見つけ，自分の力で
解決しようとすることができない大人になる



目指す生徒像

技術・家庭科教育で培った
資質・能力を基盤にして
生涯にわたり学び続け，
よりよい生活を追求し，

持続可能な社会を創造していく生徒



・よりよい生活や持続可能な社会を創造していくために，必要な知識とそれ
らに係る技能 (知識及び技能)

・よりよい生活や持続可能な社会を創造していくために，見方・考え方を働
かせながら，生活や社会の中から問題を見いだし，主体的に判断をして，課
題を解決する力 （思考力，判断力，表現力等）

・よりよい生活や持続可能な社会を創造していくために，生涯にわたり学び
続けようとする実践的な態度 （学びに向かう力，人間性等）

技術・家庭科教育で培った資質・能力を基盤にして生涯にわたり学び続け，
よりよい生活を追求し，持続可能な社会を創造していく生徒

目指す生徒像と育成を目指す資質・能力
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(1)指導計画・評価計画において，学びのつながりを意識し，
系統的で発展的な指導ができる題材を配置し，問題解決
的な学習を意図的に繰り返し行うことで，よりよい生活
を追求し，持続可能な社会を創造していく生徒を育てる
ことができるであろう。

(2)授業において，創造する力を育む問題解決的な学習を意
識し，題材やワークシート，活動形態等を工夫すること
で，よりよい生活を追求し，持続可能な社会を創造して
いく生徒を育てることができるであろう。

研 究 仮 説



(1)栃木県の研究の基本的な考え方

① 問題解決の５つのステップと身につけさせたい問題解決の力

② 「学びのつながり」を生かした学習モデル

(2)指導計画・評価計画の工夫（学びのつながりを意識して）

① ３年間を見通した年間指導計画の作成

② 題材ごとの指導計画・評価計画の作成

（問題解決的な学習と学びのつながり）
(3)授業の工夫（創造する力を育む問題解決的な学習を意識して）

① 「見方・考え方」を働かせる工夫
② ワークシートの工夫
③ 活動形態等の工夫
④ 評価の工夫 10

研究内容



研究内容
(1)栃木県の研究の基本的な考え方

① 問題解決の５つのステップと身につけさせたい問題解決の力

② 「学びのつながり」を生かした学習モデル

(2)指導計画・評価計画の工夫（学びのつながりを意識して）

① ３年間を見通した年間指導計画の作成

② 題材ごとの指導計画・評価計画の作成

（問題解決的な学習と学びのつながり）
(3)授業の工夫（創造する力を育む問題解決的な学習を意識して）

① 「見方・考え方」を働かせる工夫
② ワークシートの工夫
③ 活動形態等の工夫
④ 評価の工夫

本県ではこれまで，技術・家庭科における問題解決
的な学習と育てるべき問題解決能力について研究を
重ねてきた。

今回の学習指導要領で，問題解決的な学習の重要
性を再確認し，本県の問題解決的な学習の５つのス
テップを検討した。





Ⅰ 問題の探索

Ⅲ 解決の方法

Ⅱ 課題の設定

Ⅳ 解決・検証

Ⅴ 評価・改善



Ⅳ解決・検証

Ⅴ評価・改善

Ⅰ 問題の探索

Ⅲ 解決の方法

Ⅱ 課題の設定

Ⅳ 解決・検証

Ⅴ 評価・改善

生活や社会の中をよりよくするための技術的・家庭的な問題
【例】
交通事故をなくしたい，自分の机上を機能的にしたい
食品ロスをなくしたい，地域の防災意識を高めたい

問題



Ⅲ 解決の方法

Ⅱ 課題の設定

Ⅰ 問題の探索

Ⅳ 解決・検証

Ⅴ 評価・改善

問題解決の５つのステップと身につけさせたい問題解決の力

既存の学んだことや生活を見直し，問題を発見する力

多様な課題の中から，自分なりの判断で設定する力

・様々な視点から考える力
・考えを総合して，解決を図る力

・解決の見通しと根拠をもってよりよい解決の方法や手順
を計画する力

・判断した結果を的確に示す力
・習得した知識と技能を活用して課題を解決する力

・必要に応じて計画を修正したり，予想と異なる結果が出た
場合はその理由を考える力

・学習を振り返り，問題解決の根拠を見いだす力
・自分や友達の取組の良さに気づく力
・学んだことを次の問題解決の学習に活かす力



Ⅲ 解決の方法

Ⅱ 課題の設定

Ⅰ 問題の探索

Ⅳ 解決・検証

Ⅴ 評価・改善

問題解決の５つのステップと身につけさせたい問題解決の力

既存の学んだことや生活を見直し，問題を発見する力

多様な課題の中から，自分なりの判断で設定する力

・様々な視点から考える力
・考えを総合して，解決を図る力

・解決の見通しと根拠をもってよりよい解決の方法や手順
を計画する力

・判断した結果を的確に示す力
・習得した知識と技能を活用して課題を解決する力

・必要に応じて計画を修正したり，予想と異なる結果が出た
場合はその理由を考える力

・学習を振り返り，問題解決の根拠を見いだす力
・自分や友達の取組の良さに気づく力
・学んだことを次の問題解決の学習に活かす力



研究内容
(1)栃木県の研究の基本的な考え方

① 問題解決の５つのステップと身につけさせたい問題解決の力

② 「学びのつながり」を生かした学習モデル

目指す生徒像を実現するためには，「学び
のつながり」を意識して，系統的に学習を進
めたい。

そのために，「学びのつながり」を生かした
学習モデルを作成した。



地域や社会

問題解決的な学習を行う中で，
学びのつながりを意識した

指導を行うことで
多様な見方・考え方を
もちながら解決できる。

問題解決
的な学習

問題解決
的な学習

問題解決
的な学習

問題解決
的な学習

問題解決
的な学習

小学校 家庭生活

家庭生活これまでの経験

他教科
小学校

特別活動

これまでの経験
高校

地域や社会

既習内容 小学校

家庭生活

他教科

技術分野･･･
技術による問題の解決
家庭分野･･･
生活の課題と実践

目指す生徒像

「学びのつながり」を活かした学習モデル

内容のつながり
生活のつながり
地域のつながり



研究内容
(2)指導計画・評価計画の工夫（学びのつながりを意識して）

① ３年間を見通した年間指導計画の作成

② 題材ごとの指導計画・評価計画の作成

（問題解決的な学習と学びのつながり）

学びのつながりを意識し，系統的で発展的な指導ができ
る題材を配置し，問題解決的な学習を意図的に繰り返し
行うことで，よりよい生活を追求し，持続可能な社会を創
造していく生徒を育てることができるであろうという研究仮
説から，目指す生徒像を実現するための具体的な手立て
として，指導計画・評価計画の工夫を行った。



研究内容
(2)指導計画・評価計画の工夫（学びのつながりを意識して）

① ３年間を見通した年間指導計画の作成

② 題材ごとの指導計画・評価計画の作成

（問題解決的な学習と学びのつながり）

問題解決的な学習を効果的に進めることができるよ
うに，３年間を見通した年間指導計画を検討した。



３年間を見通した年間指導計画の作成

３年間を見通し，学びのつながりを考慮し，適切な題材を設定
するとともに，生徒の実態に合わせた問題解決的な学習を設定
することが容易となった。

「学びのつながりのポイント」を設定
それぞれの題材を配置した理由を説明できるようにした。



第２分科会 内容のつながり（学年間）

第１学年
「植物を育てる技術について知ろう」

第２学年
「生活に役立つ生物を育成しよう」

第３学年
「社会に目を向け生物育成を利用しよう」

情報の技術と
組み合わせた学習
情報の技術と

組み合わせた学習

３年間を見通した年間指導計画の作成



第５分科会 内容のつながり（家庭分野）
食生活
・家族のための調理

・地産地消から地域につ
いて考える

住生活

・災害の備え・・・実生活や家族
について考える

・地域の防災マップ・・・地域の環
境や行政などについて学ぶ

消費生活

自分たちの住む地域の
販売店はどんなお店があ
るか

衣生活

エコバッグ作りを通して，
家族への思いをもたせる

情報の技術と
組み合わせた学習

Ａ家族や地域の存在を
意識づける工夫

Ａ家族や地域の存在を
意識づける工夫

Ａ家族や地域の存在を
意識づける工夫

３年間を見通した年間指導計画の作成



研究内容
(2)指導計画・評価計画の工夫（学びのつながりを意識して）

① ３年間を見通した年間指導計画の作成

② 題材ごとの指導計画・評価計画の作成

（問題解決的な学習と学びのつながり）

題材ごとに問題解決的な学習と学びのつながりを効
果的に行えるように指導計画・評価計画を検討した。



問題解決の５つ
のステップ

表記は
「Ⅰ問題の探索」から
「Ⅴ評価・改善」まで

※思考・判断・表現を
評価規準とする
小題材を中心に記載

題材ごとの指導計画・評価計画の作成（問題解決的な学習と学びのつながり）



問題解決の５つ
のステップ

学びのつながり
のポイント

表記は
「Ⅰ問題の探索」から
「Ⅴ評価・改善」まで

※思考・判断・表現を
評価規準とする
小題材を中心に記載

例
中：家庭「住生活」

高：情報「これからの情
報社会」 など

例
理科（第１分野）の思・判・表

観察，実験の結果を分析し，
丈夫な構造について科学的に
探究する

題材ごとの指導計画・評価計画の作成（問題解決的な学習と学びのつながり）

思・判・表の
つながり



題材ごとの指導計画・評価計画の作成（問題解決的な学習と学びのつながり）

第８分科会 研究内容 Ｃ消費生活・環境

表記は
「Ⅰ問題の探索」から
「Ⅴ評価・改善」まで

※思考・判断・表現を
評価規準とする
小題材を中心に記載

社会科 「公民」
消費者としての視点

地域の
消費生活センター
とのつながり

ゲストティーチャー



研究内容
(3)授業の工夫（創造する力を育む問題解決的な学習を意識して）

① 「見方・考え方」を働かせる工夫
② ワークシートの工夫
③ 活動形態等の工夫
④ 評価の工夫

創造する力を育む問題解決的な学習を意識し，題材や
ワークシート，活動形態等を工夫することで，よりよい生
活を追求し，持続可能な社会を創造していく生徒を育てる
ことができるであろうという研究仮説から，目指す生徒像
を実現するための具体的な手立てとして，授業の工夫を
行った。



研究内容
(3)授業の工夫（創造する力を育む問題解決的な学習を意識して）

① 「見方・考え方」を働かせる工夫
② ワークシートの工夫
③ 活動形態等の工夫
④ 評価の工夫

問題解決的な学習を行っていく上で，新たな考え方
を導き出したり，多様な視点から最適解を見つけ出し
たりするために，「見方・考え方」を意識させたり，それ
を働かせやすくしたりするための工夫を行った。



第１分科会
小題材名 「目的に合った材料を見つけよう」

（前時）生活や社会で活躍している技術

（本時）
①プラスチック・紙・シリコン・ガラスの特徴に

ついて意見を出す。
②場面を設定して，最適な材料について考える。
③「機能性」「安全性」「経済性」「環境性」の

どれを優先に考えたのかを分類していく。

見方・考え方を働かせる工夫



第１分科会

材料と加工の技術による
問題解決的な学習

3DCADの利用

授業を進める中で，どの視点で考え，
設計を修正・改善したかを明確にする工夫

見方・考え方を働かせる工夫

生徒のイメージが具現化され，
よりよい設計につながる



研究内容
(3)授業の工夫（創造する力を育む問題解決的な学習を意識して）

① 「見方・考え方」を働かせる工夫
② ワークシートの工夫
③ 活動形態等の工夫
④ 評価の工夫

５つのステップを意識し，問題解決の力を身に付け
させるため，ワークシートの工夫を行った。



第２分科会 生物育成の技術による問題解決的な学習

ワークシートの工夫

ワークシートの
積み重ね，

ポートフォリオ化

生徒の思考の可視化，

他者との考えを比較
する欄を設けた



第６分科会 生徒の思考を具現化し，記述させる工夫

ワークシートの工夫

① 課題の設定

② 解決方法の工夫

③ 評価・改善

④考察したことを
論理的に表現



研究内容
(3)授業の工夫（創造する力を育む問題解決的な学習を意識して）

① 「見方・考え方」を働かせる工夫
② ワークシートの工夫
③ 活動形態等の工夫
④ 評価の工夫

問題解決的な学習の各段階に応じて生徒の学び
が促進されるよう活動形態を工夫するとともに指導
の手立てを工夫した。



第７分科会 活動形態の工夫

活動形態等の工夫

グループ形態での
話し合いを活発化させ，
学びを促進させることが
できた。

メンバーを変えて
意見の発表や
話し合いを重ねる。



第６分科会 自分や家族の食生活に目を向け，自ら考え
判断して食生活を工夫し創造していく生徒の育成

活動形態等の工夫

生徒の取組のよさやその理由を専門的なア
ドバイスとして聞くことで，考えを深めさせる
ことができた。

学校給食を活用した栄養バランスや地域の
食材の学習，調理実習の補助などの授業を
効果的に組み込んだ。

学校栄養士と連携した学習（評価・改善）



研究内容
(3)授業の工夫（創造する力を育む問題解決的な学習を意識して）

① 「見方・考え方」を働かせる工夫
② ワークシートの工夫
③ 活動形態等の工夫
④ 評価の工夫

生徒の思考力，判断力，表現力等の育成状況を適
切に見取る評価の工夫を行った。



評価の工夫

第３分科会

１人１台端末を介して，生徒と教師のやり取りを繰り返し行ったり，
デジタルポートフォリオとして学習の成果を残したりすることで，
学習意欲や学習成果の向上を図った。

指導に活かす評価や
記録に残す評価として活用



第４分科会

プログラミングによる問題解決的な学習

評価の工夫

「目的・条件」を複数記入できるようにした
り，「比較・検討」したときに，比較・検討し
た理由を記入したりする欄を設けた。

比較・検討した理由を明記

目的・条件を複数記入

「人に衝撃が少なくなるように，障害物が出てき
たら，速度がゆっくりになって止まる」，「障害物が
出てきたら音が鳴る」などの記述があった。

目的・条件

社会的側面を考え目的・条件
の設定ができていた。



第４分科会

プログラミングによる問題解決的な学習

評価の工夫

「目的・条件」を複数記入できるようにした
り，「比較・検討」したときに，比較・検討し
た理由を記入したりする欄を設けた。

比較・検討した理由を明記

目的・条件を複数記入

「障害物が出たら音が鳴るようにして，音が大きく
なる場合と小さくなる場合で比較しました」とあり，
理由の欄には「音がついていたほうが，運転手に
分かりやすいので，なるべく大きい音がでるよう
に考えることができたから」などの記述があった。

比較・検討

社会的側面から比較・検討し
た上で，最終的な自分の考え
をまとめることができていた。



４．おわりに

（１）研究の成果

令和３年度２月に，全県下で実態調査を実施し，一昨年
度行った実態調査（事前）からの生徒の変容を分析した。

（２）今後の課題

生徒の実態調査（令和3年度2月実施 県内6520名）



４．おわりに

（１）研究の成果 事前調査と事後調査の比較
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４．おわりに

（１）研究の成果 事前調査と事後調査の比較

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

改善案を考える
改善案を実行する

どんどん新しく作り替えていこう
とする

学習に対する意欲がある
高い平均値を維持

本県の生徒の課題である３項目について，アンケート結果に対し
て対応のあるt検定を行った結果，条件間に有意な差が得られた。

質問項目４ p=0.000 質問項目30 p=0.000 質問項目31 p=0.000



４．おわりに

（１）研究の成果 事前調査と事後調査の比較 抽出校５校478名

事前（中１）→事後（中２） 事前（中２）→事後（中３）

質問項目４「今すでにあるものについて，どんどん新しく作りかえていこうとする。」

肯定的意見66.4％ 肯定的意見67.7％



４．おわりに

（１）研究の成果 事前調査と事後調査の比較 抽出校５校478名

事前（中１）→事後（中２） 事前（中２）→事後（中３）

質問項目30「普段の生活で，製品やシステムなどの欠点から改善案を考えることがある。」

肯定的意見58.8％ 肯定的意見59.9％



４．おわりに

（１）研究の成果 事前調査と事後調査の比較 抽出校５校478名

事前（中１）→事後（中２） 事前（中２）→事後（中３）

質問項目31「普段の生活で，製品やシステムなどの改善案を実行することがある。」

肯定的意見49.9％ 肯定的意見52.7％



４．おわりに

（１）研究の成果 事前調査と事後調査の比較 抽出校５校478名

事前（中１）→事後（中２） 事前（中２）→事後（中３）

質問項目31「普段の生活で，製品やシステムなどの改善案を実行することがある。」

肯定的意見49.9％ 肯定的意見52.7％

これらの調査について，アンケート結果に対して対応のあるt検定
を行った結果，条件間に有意な差が得られた。

質問項目４ 中１→中２ p=0.006 中２→中３ p=0.001
質問項目30 中１→中２ p=0.000 中２→中３ p=0.005
質問項目31 中１→中２ p=0.000 中２→中３ p=0.000



４．おわりに

（１）研究の成果
・生活や社会に関わる問題を探索し，問題解決に意
欲的に臨む生徒や主体的な態度で学習に取り組む生
徒が増えた。
・思考を広げたり，様々な視点から問題を解決しよ
うとしたりする生徒の姿が見られた。



４．おわりに

（１）研究の成果 学びのつながりについて
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学びのつながりに関する項目
平均値の下降が見られる



４．おわりに

（２）今後の課題
・学びのつながりについて，生徒が学習の中でどの
ように生かしているかを把握し，指導に活用したい。

・令和４年度中に全県下で同様のアンケートを行い，
生徒の実態を把握するとともに，研究の成果として
得られたものをまとめていきたい。


